第４９回大阪府環境審議会の開催結果の概要

日　時：平成26年6月19日（木）午後1時～

場　所：プリムローズ大阪（2階）「鳳凰（東）」
１．会長の選任について
大阪府環境審議会条例第4条第1項に基づき、奥野委員（大阪府立大学学長）が会長に選任された。また、同条第3項に基づき、奥野会長により、水野委員（大阪大学名誉教授）が会長代理に指名された。
２．今後の温暖化対策について（諮問）
大阪府は国や国際的な動向を注視しつつ、引き続き地域特性に応じた温暖化対策を着実に推進していく必要があることから、今後の温暖化対策やヒートアイランド対策のあり方について、知事から諮問を行った（石川環境農林水産部長から奥野会長に諮問文を手交）。
審議の結果、専門性が高く、集中的な議論が必要であることから、既存の温暖化対策部会において、検討を進めることが決定された。

３．土砂の埋立て等の行為に係る規制のあり方について（諮問）
土砂の埋立て等の行為による災害の発生を防止し、府民の安全・安心を確保するため、大阪府における今後の土砂の埋立て等の行為に係る規制のあり方について、知事から諮問を行った（石川環境農林水産部長から奥野会長に諮問文を手交）。
審議の結果、専門性が高く、集中的な議論が必要であることから、部会を設置して、早急に検討を進めることが決定された。

４．自然環境保全条例に基づく緑地環境保全地域の指定について（諮問・答申）

豊能町木代地区の良好な自然環境を保全するため、大阪府自然環境保全条例に基づく緑地環境保全地域に指定、保全計画を決定することとし、同条例第16条第3項で準用する同条例第11条第4項の規定に基づき、知事から諮問を行った（石川環境農林水産部長から奥野会長に諮問文を手交）。

審議の結果、指定書・保全計画書案が妥当であると答申された。

５．温泉法に基づく温泉掘削等許可及び温泉動力装置許可について（温泉部会報告）

知事から諮問のあった温泉法に基づく温泉掘削等許可（２件）及び温泉動力装置許可（１件）について、平成26年2月20日に開催した温泉部会で審議し、全て許可することに支障なしと同日付けで答申したことが益田部会長から報告された。
６．平成26年度公共用水域及び地下水の水質測定計画について（水質部会報告）
知事から諮問のあった標記計画について、平成25年7月8日、11月5日、平成26年1月27日に開催した水質部会で審議し、承認することに支障なしと平成26年1月27日付けで答申したことが池部会長から報告された。
７．基金活用事業等の審査結果について（環境・みどり活動促進部会報告）
平成25年12月13日に開催した環境・みどり活動促進部会で審議した「おおさか優良緑化賞」の選考結果等が増田部会長から報告された。
８．循環型社会形成推進条例に基づくリサイクル製品の認定について（リサイクル製品認定部会報告）
知事から諮問のあったリサイクル製品の認定（35件）について、平成26年2月12日に開催したリサイクル製品認定部会で審議し、全て認定することが適当であると同日付けで答申したことが福岡部会長から報告された。

９．建築物解体時の石綿飛散防止のための行動宣言について
　　石綿飛散防止対策の強化を周知する会議を開催し、同会議において、関係業界団体、行政等が連携して石綿飛散防止対策の取組みを行う旨の「建築物解体時の石綿飛散防止のための行動宣言」を採択したことについて、事務局から報告を行った。
10．その他
おおさかエネルギー地産地消推進プランと大阪府温暖化防止等に関する条例等の一部改正の概要、PM2.5に係る注意喚起（平成26年2月26日）について事務局から報告を行った。
以　　上
